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極早生エンバク 3 品種の特性調査 

 

知念司  栗田夏子  荷川取秀樹  

 

Ⅰ 要  約 
 

極早生のエンバク 3 品種「九州 14 号」，「アーリーキング」，「ウルトラハヤテ韋駄天」の特性調

査を 3 年間行った。 

その結果，「九州 14 号」は他の 2 品種に比べ出穂が早く，年内収穫が可能である。また「アーリー

キング」，「ウルトラハヤテ韋駄天」も，翌年 1 月には「九州 14 号」と同程度の収量があることから，

エンバクの極早生品種を利用することで，年内収穫や翌年 1 月の収穫が可能と考えられた。 

 

Ⅱ 緒  言 
 

温暖な環境にある本県でも，冬期には粗飼料が不足するため，寒地型イネ科牧草の栽培が検討されて

きた。主にイタリアンライグラスは新品種・系統の適応性試験１～３）や品種比較試験４）が実施され，ま

た，エンバクの利用も品種の比較５）や適応性試験６，７）も実施されたが，収穫は播種した翌年 2 月以降

となることが多く，それまでには一時的な粗飼料不足が起こる。それを補うために極早生の草種・品種

を利用した早期の収穫も必要と考えられる。今回は，エンバクの極早生品種を利用することで，生育期

間の短縮を目的とする特性調査を実施した。 

本試験は，一般社団法人日本草地畜産種子協会の高能力飼料作物品種選定調査を受託し実施された。 

 

Ⅲ 材料および方法 
 

１．試験期間 

2017 年 10 月 25 日から 2018 年 1 月 10 日，2018 年 10 月 19 日から 12 月 18 日，2019 年 10 月 28 日から

2020 年 1 月 15 日に行った。 

２．試験場所 

沖縄県畜産研究センター内試験圃場にて実施し，土壌は国頭マージの細粒赤色土で礫の多い酸性土壌で

ある。 

３．供試品種 

エンバクの極早生品種である九州 14 号，アーリーキング（登録品種名「K78R7」），ウルトラハヤテ韋

駄天（標準品種）の 3 品種を供試した。 

４．試験区設置および播種法 

1 区 6.0 ㎡（1.5m×4m）の区を，3 反復乱塊法にて設置し，1 区あたり畝幅 0.3m，長さ 4m の畝を 5 列設

置し，播種量 8.0kg/10a で条播した。播種後軽く覆土し，足で鎮圧した。 

５．施肥量 

試験に使用した肥料および施用量を表 1 に示す。 

播種前に堆肥 1t/10a を投入し，化学肥料を基肥として播種後に施用した。 
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表１ 施肥量 （kg/10a） 

肥料名 施用量 
要素量 

方法 
N P2O K2O MgO 

牧草専用1号 12.7 2.5 1.0 1.5 0.1 全面散布 

BMヨウリン 15.2  3.0  1.8 全面散布 

塩化カリウム 0.5   0.3  全面散布 

合計  2.5 4.0 1.8 1.9  

 

６．播種日 

2017 年 10 月 25 日，2018 年 10 月 19 日，2019 年 10 月 28 日に播種した。 

７．調査方法 

刈取調査は，1 番草のみとし，刈取りは「ウルトラハヤテ韋駄天」または「九州 14 号」の出穂期を目安

に，刈取り高 5cm で行った。調査日は，2018 年 1 月 10 日，2018 年 12 月 18 日，2020 年 1 月 15 日となっ

ている。調査面積は，左右端 1 列と前後 1m を番外とし，0.3m×3 列×2m＝1.8 ㎡とした。 

1)生育特性 

播種後に発芽良否，初期草勢を，生育期に出穂始期を，刈取調査の際に出穂程度，倒伏程度，病虫害程

度を調査した。 

2)収量特性 

刈取調査の際に生草収量（kg/10a）を算出し，一部を乾燥機にて 70℃，48 時間乾燥させ，乾物率（%）

を計測して，乾物収量（kg/10a）を算出した。 

８．統計処理 

分散分析で有意差が確認された場合，最小有意差法による検定を行った。 

 

Ⅳ 結果および考察 
 

１．気象概況 

気象庁ホームページ８）より，名護気象台の試験期間の気温，降水量，日照時間の観測値および平年値

を示す（付属資料）。 

1)2017 年（2017 年 10 月～2018 年 1 月） 

気温は平年と同程度だった。降水量は 10 月中旬および台風の接近があった 10 月下旬は多かったが，

2018 年 1 月以降は少ない傾向にあった（資料図 1）。 

日照時間は平年に比べ同程度であったが，2017 年 11 月中旬から翌年 1 月下旬まで平年の 38％～

132％となった（資料図 2）。 

2)2018 年（2018 年 10 月～12 月） 

気温は，平年に比べ 11 月以降は高い傾向にあった。降水量は台風が接近した 10 月上旬はかなり高

く，それ以降も 10 月下旬と 11 月下旬以外では平年に比べ高い傾向にあった（資料図 3）。 

日照時間は平年に比べ 10 月下旬以降高い傾向にあったが，12 月上旬は低かった（資料図 4）。 

3)2019 年（2019 年 10 月～2020 年 1 月） 

気温は平年に比べ，11 月下旬，12 月中旬と下旬，1 月下旬は高い傾向にあった。降水量は，播種前の

10 月中旬に多かったが播種後の 11 月上旬は無く，11 月中旬と 12 月上旬は多く，1 月上旬と下旬は少な

い（資料図 5）。 

日照時間は全体的に長い傾向にあったが，降水の多い 10 月中旬，11 月下旬，12 月上旬は短い傾向に

あった（資料図 6）。 
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２．生育特性 

1)発芽良否および初期草勢 

発芽良否を表 2 へ，初期草勢を表 3 に示す。 

発芽までに要した日数は，全ての品種において 2017，2018 年では 5 日，2019 年は 8 日となっている。 

発芽良否に品種間の有意差は無いが，2017 年はウルトラハヤテ韋駄天，2018 年は九州 14 号，2019 年

はアーリーキングが高い傾向にあった。2019 年は過去 2 年にくらべ，全品種において発芽が低い傾向に

あった。これは，播種後の降水量が少ないことが影響していると考えられる。 

初期草勢に品種間の有意差は無いが，2017 年はウルトラハヤテ韋駄天，2018 年は九州 14 号，2019 年

はアーリーキングが高い傾向にあった。 

 

表２ 発芽良否    

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 3.3 ns 5.3 ns 2.4 ns 

アーリーキング 3.3 ns 4.3 ns 2.4 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 5.2 ns 4.2 ns 2.2 ns 

注1) 1：極不良～9：極良の9段階評価 

 2) ns：有意差なし 

調査日:2017年10月31日，2018年10月25日，2019年11月8日 

 

表３ 初期草勢    

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 5.6 ns 6.3 ns 5.7 ns 

アーリーキング 5.3 ns 5.3 ns 7.3 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 7.7 ns 5.3 ns 4.7 ns 

注1） 1：極不良～9：極良の9段階評価 

  2) ns：有意差なし    

調査日: 2017年11月7日，2018年11月2日，2019年11月12日 

 

2)出穂始期 

出穂始期を表 4 に示す。 

全試験期間をとおして，九州 14 号が他の 2 品種に比べ，12 から 15 日早く出穂した。 

 

表４ 出穂始期    

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 12月20日 12月5日 12月23日 

アーリーキング 1月4日 12月17日 1月6日 

ウルトラハヤテ韋駄天 1月4日 12月17日 1月6日 
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3)草丈 

草丈を表 5 に示す。 

3 品種ともに同程度であった。2018 年は生育期間が短いため，草丈が低い。2019 年は，2017 年と同程

度の生育期間だったが 2017 年に比べ低かった。 

 

表５ 草丈   （cm） 

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 118.9 ns 85.9 ns 95.5 ns 

アーリーキング 115.8 ns 81.2 ns 96.3 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 118.4 ns 85.6 ns 95.6 ns 

注）ns：有意差なし 

 

4)病虫害程度 

病害虫程度を表 6 に示す。 

庄子ら７）は，12 月にさび病の発生を報告しているが，本試験では全試験期間をとおして病虫害の発生

は無かった。 

 

表６ 病虫害程度    

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 1.0 1.0 1.0 

アーリーキング 1.0 1.0 1.0 

ウルトラハヤテ韋駄天 1.0 1.0 1.0 

注）1：無または極微～9：極多の9段階評価 

 

5)刈取期出穂程度 

刈取期出穂程度を表 7 に示す。 

2017 年はウルトラハヤテ韋駄天の出穂期に収穫したため，各品種とも出穂が進み，品種間の有意差は

無い。2018 年，2019 年は倒伏を避けるために，九州 14 号の出穂期に調査したため，他の 2 品種に比べ有

意に高い。また 2019 年は 3 品種間に有意差があった。 

 

表７ 刈取期出穂程度    

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 9.0 ns 8.0a 7.7a 

アーリーキング 5.0 ns 2.0b 4.0b 

ウルトラハヤテ韋駄天 7.0 ns 2.0b 1.3c 

注1) 1：無または極微～9：甚の9段階評価 

2) ns：有意差なし 

3) 異文字間に有意差あり(p<0.05) 

 

6)倒伏程度 

倒伏程度を表 8 へ示す。 

2017 年，九州 14 号は 12 月下旬に，アーリーキングとウルトラハヤテ韋駄天は 1 月上旬に倒伏が発生

した。品種間の有意差は無いが，ウルトラハヤテ韋駄天が他の 2 品種に比べ，高く発生している。2018 年，

2019 年は倒伏の発生前に調査したため，発生は無かった。 

庄子ら６，７）の報告では倒伏が多く発生している。生育期間を延ばすことで，より伸長し生産量が高く

なると考えられるが，倒伏が発生しやくなる。倒伏は病害発生や品質低下にもつながるため，エンバク栽

培において生育の早い極早生品種では倒伏前の収穫が必要であると考えられる。 

 



知念：極早生エンバク 3品種の特性調査 55 

 

表８ 倒伏程度    

品種名 2017 2018 2019 

九州14号 2.7 ns 1.0 ns 1.0 ns 

アーリーキング 2.0 ns 1.0 ns 1.0 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 4.7 ns 1.0 ns 1.0 ns 

注1）1：無または極微～9：極多の9段階評価 

2）ns：有意差なし 

 

３．収量特性 

生草収量を表 9，乾物率を表 10，乾物収量を表 11 に示す。 

試験期間をとおして，生草収量，乾物率，乾物収量において供試品種間の有意差は認められなかった。 

 

表９ 生草収量  （kg/10a） 

品種名 2017 2018 2019 

九州 14 号 3179 ns 2020 ns 2303 ns 

アーリーキング 3144 ns 1560 ns 2114 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 2892 ns 1610 ns 2050 ns 

注）ns：有意差なし 

 

表１０ 乾物率  （%） 

品種名 2017 2018 2019 

九州 14 号 12.6 ns 15.6 ns 12.9 ns 

アーリーキング 12.2 ns 14.2 ns 12.6 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 14.1 ns 14.1 ns 12.2 ns 

注）ns：有意差なし 

 

表１１ 乾物収量  （kg/10a） 

品種名 2017 2018 2019 

九州 14 号 400 ns 321 ns 296 ns 

アーリーキング 389 ns 222 ns 265 ns 

ウルトラハヤテ韋駄天 407 ns 225 ns 250 ns 

注）ns：有意差なし 

 

九州 14 号は，温暖な本県においても収量性は他の 2 品種に比べ良く，出穂期が早いため年内収穫が見

込める。また，出穂後に倒伏が発生するため，早めに収穫する必要があると考えられる。アーリーキング，

ウルトラハヤテ韋駄天は年内収穫に向かないが，2017 年，2019 年では九州 14 号と同等な収量で，本県で

も 1 月収穫が可能と考えられる。 

庄子ら６）は，2 番草まで収穫しているが，今回はいずれの品種も 1 番草後の再生が悪く，また極早生で

あるため草丈が短い状態でも出穂し，生育が止まるため，2 番草以降の利用は今後も検討が必要である。 

また，今回は，播種前に堆肥を投入し化学肥料を減量しており，栗田ら９）の 2018 年 12 月上旬播種し

たウルトラハヤテ韋駄天における，堆肥を施用せず化学肥料 N，P2O5，K2O を各 10kg 施用した区の乾物収

量 418 kg/10a と比較すると，低い結果となった。 

また，一期間における収量性は，同じ寒地型イネ科牧草であるイタリアンライグラスの乾物収量 1262

～1658kg/10a４）に比べ，収穫回数が少ないため，1/5 以下の収量となっている。 

しかし，イタリアンライグラスは通常 2 月以降に収穫を開始するが，本試験では，エンバクを利用する

ことで年内から 1 月にイタリアンライグラスの収穫 1 回分 316～332kg/10a４）と同程度の収量が得られる

ことが判明し，今後の本県での牧草栽培体系へ活用できると考えられる。 
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今回の結果から，極早生品種エンバクは年内収穫には九州 14 号を，1 月収穫には，アーリーキングと

ウルトラハヤテ韋駄天が活用可能であると考えられる。ただし，本試験や庄子ら８）の報告などから，極早

生品種エンバクを年内・1 月収穫するには，生育期間を確保するために播種時期は 10 月中旬から下旬ま

でと考えられる。またエンバクは倒伏が起きやすいため，倒伏前の速やかな収穫も必要である。しかし，

栗田ら９）の報告によれば，12 月上旬播種の出穂始め期のエンバクにおいて，硝酸態窒素濃度が高いこと

が報告されており，年内収穫での早刈りについても，今後硝酸態窒素濃度の調査が必要と思われる。 

今後の課題として，エンバクの早晩性の異なる他品種の栽培，乾草・サイレージ調製法や栄養分析の検

討などがある。 
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付属資料 

 

図１ 気温・降水量（2017 年） 

 

 

図２ 日照時間（2017 年） 
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図３ 気温・降水量（2018 年） 

 

 

図４ 日照時間（2018 年） 
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図５ 気温・降水量（2019 年） 

 

 

図６ 日照時間（2019 年） 

 


